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 あな
たと議会をつなぐ

１０月・１２月会議

神社再建に補助金　　　地域の絆をつなぐ

町政を問う　　　　　　一般質問１０人が登壇

令和５年度決算審査      災害復旧と将来への投資P2
P4

防犯カメラを設置　　　職員が安心して働ける環境へP5
P8
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令
和
５
年
度
決
算
審
査

９
月
会
議
で
提
出
さ
れ
た
５
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
５
件
、
事
業
会
計
４
件
の

決
算
を
、
10
月
1
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
審
査
を
行
い
、
10
月
会
議
で
認
定
し
た
。

予
算
の
使
い
方
を
チ
ェ
ッ
ク

投
資

災害復旧費
11億6655万円

▲５年７月豪雨での崩落現場（太白台小学校通学路）
５年（度）４年３年２年元年

5年度の災害復旧費
は4年度の約21倍
に膨れ上がった。

11 億 6655 万円

5494
万円

9579
万円

2225
万円

3924
万円

生涯スポーツと
健康づくりに
アザレアを

議会の
視 点

健全な財政運営で
　　町総合計画の推進を

　５年７月豪雨と６年能登半島地震で、本町にも多大な被害が
生じ、災害復旧費が著しく増加した。
　今後も財政状況に留意し、津幡駅東口の整備ほか、定住促進・
子育て支援事業など、将来にわたり着実に実施するために、事
業の計画、　実行、評価、改善を継続的に行う必要がある。

５
年
度
決
算
の
詳
し
い
内
容
は

広
報
つ
ば
た
11
月
号
Ｐ
４
か
ら

納付困難者への納税相談な
どを実施し、今後も未納の
解消に努められたい。
また、口座振替の利用を推
進するなど、経費を削減す
る工夫を図られたい。

税などの収納率
さらなる向上を

町の観光スポットであるが、
公園としての管理が十分に
なされておらず、衛生的で
安全な環境保全に努める必
要がある。町民の憩いの場
になるよう、適切な施設管
理に努められたい。

大滝憩いの広場

議会からの意見

Q
利
便
性
を
一
層
周
知
せ
よ
。

広
報
つ
ば
た
や
Ｐ
Ｒ
動
画

な
ど
で
周
知
に
努
め
て
い

る
。

A
町民課

後
期
高
齢
者

マ
イ
ナ
保
険
証
　         

Q
ア
プ
リ
の
利
用
促
進
を
。

希
望
が
あ
れ
ば
説
明
会
を

随
時
開
催
し
て
い
る
。

ア
プ
リ
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
は
利
用
者
が
よ
り
理

解
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

A
生活環境課

の
る
ー
と
津
幡

旧と将来への

委
員
会
審
査

近くにできて
良かったです

町民割引が
あれば、
さらにいい　　
です

クロールが
できるように
なりました

▲家族で利用しています ▲インストラクターの川合さん

災害復旧費の推移

Q
町
民
か
ら
放
送
内
容
が
聞

こ
え
に
く
い
と
い
う
声
が

あ
る
が
。

電
話
の
自
動
音
声
で
確
認

で
き
る
。

☎
０
７
６
‐

　

  

２
８
９
‐
３
１
５
０

A
総務課

防
災
行
政
無
線
　         

Q
近
年
に
な
り
増
加
し
た
理

由
は
。

税
収
の
増
加
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
各
種
事
業
の

中
止
や
縮
小
に
よ
る
影
響

が
大
き
い
。
今
後
は
大
型

事
業
や
災
害
復
旧
の
借
入

金
返
済
の
た
め
、
基
金
残

高
は
減
少
す
る
。

A
財政課

不
測
事
態
に
備
え
る

財
政
調
整
基
金
　         

反対
自
衛
官
募
集
事
務
費
に
つ
い
て
は
認
定
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
谷　
道
子　
議
員

令
和
５
年
度
町
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

討論

　　　歳入　173 億 1466 万円（前年度比 2.2％増）
　　　歳出　167 億 9957 万円（前年度比 1.0％増）
一般
会計

住吉公園屋内温水プール管理費
５１０６万円

e スポーツフェスタは盛況に
開催されたが、一過性で終
わるのではなく、継続的な
事業の推進に努められたい。

だれでも楽しめる
e スポーツ

健康や体づくり、
お気軽に
なんでも聞いて
くださいね。

災害復

※金額はすべて 1万円未満切り捨てで記載しています

PR 動画は
こちらから
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10 月会議
（10 月 21 日）

認定１０件・議案２件・承認１件
（全議案の採決結果は１３ページ）

１０月会議では、一般会計２億９１６８万円の増額補正予算などを可決しました。
主な内容は、中条東保育園の長寿命化工事や本津幡駅前のトイレ洋式化改修工事などです。
ピックアップは、令和６年能登半島地震復興基金を財源とした、各集落の神社や集会所などの建替・修繕
に対し補助金を交付する事業です。

神社再建で
地域の絆をつなぐ
地域コミュニティ施設等再建支援事業費　１億  ７００万円

神社再建は
　　復興のシンボル

　従来、政教分離の原則により、神社などの修繕や再建に
対する公的支援は難しいとされてきた。今回創設された地
域コミュニティ施設等再建支援事業では、神社再建にこれ
までにない支援の手が差し伸べられた。
　住民同士のコミュニティの場とされてきた神社は、そこ
に住む人たちの心のよりどころであり、この事業は地域の
絆をつなぎ、復興への後押しとなる。

議会の
視 点

▲６年能登半島地震で倒壊した
　医師神社（川尻）の鳥居

補助率４分の３
上限額１２００万円

地域コミュニティ
施設等再建支援補助金
について

地震で壊れた
医
く す し

師神社の鳥居再建に
補助制度が創設されて
大変ありがたいです。
８月の祭りまでには
新しい鳥居が
建つ予定です。

ま ち の 声

12 月会議
（12 月 4 日～ 11 日）

議案１９件・請願２件・諮問１件・議会議案 3 件
（全議案の採決結果は１３ページ）
一般質問には、１０人が登壇（８ページ～）

１２月会議では、一般会計予算４億４２２２万円の増額補正予算などを可決しました。
主な内容は、町民栄誉賞を贈呈するための表彰費や放課後児童クラブへの委託料の見直しなどです。
ピックアップは、庁舎内防犯カメラ設置費と物価高に対する給食費の助成についてです。

町職員が安心して
　　　　　   　働ける環境へ

防犯カメラ設置費用　326 万円

職員の安全が
　　　サービスの向上につながる

　決算審査において、議会から要望した防犯カメラ設置を町が早急に対応したことは評価できる。
　防犯カメラの設置がカスハラの抑止となれば、職員の不安も取り除かれ、サービスの向上にも
つながる。問題の傾向を把握することで、対応マニュアルなどに活かされることに期待する。

議会の
視 点

物価高騰の中での補助は
働き方を変えずに済み、
大変助かります。
子どもとの時間も
多くつくれて
うれしいです。

ま ち の 声

カスハラ対策の一環として
職員に対し、理不尽なクレームや言動をとるカス
タマーハラスメント ( カスハラ ) や行政に対する暴
力などに適切な対策を図るため、庁舎内に防犯カ
メラを設置する。
カスハラやそれに近い行為を音声や映像に記録し、
トラブルの際に確認する。また、防犯カメラの設
置により、未然防止にもなる。

役場庁舎内の各窓口と
文化会館シグナス内

▲設置予定の窓口

食材費高騰による小中学校給食費の助成金を増額
給食費助成金　　２１２３万円

◀
引
き
続
き
お
い
し
い
給
食
を
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１２月会議に提出された請願の結果をお知らせします。
 請願・陳情は、町政に対し意見や要望があるとき、
 どなたでも提出することができます。
 請願には紹介議員が必要ですが、陳情には必要ありません。 委

員
会
審
査

予
算
決
算
、
総
務
産
業
建
設
、
文
教
生
活
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
と
分
科
会
の
主
な
審
査
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

請願・討論

学校施設および指定避難所における空調設備の設置促
進に関する意見書を送付する請願

不採択

◎請願者　参政党第３支部　副支部長　山田　哲也
　　　　　　　　　　　　　紹介議員　中島　敏勝　

委員会の主な意見
・国では避難所におけるエアコンの必要性を認識しており、意見書
  を提出する時期ではない。

請願に対する討論

賛
成

学校体育館にエアコンが設置されていないことで、子ども
たちの学校生活や災害時における避難所での健康被害が懸
念される。国の責任のもと、エアコンの設置が地域によっ
て格差が生じないよう、自治体への財政援助の強化を行う
べきである。                                      中島　敏勝　議員

自動運転移動サービス等の社会実装に
向けた環境整備を求める意見書の提出
を求める請願

◎請願者　公明党津幡支部　副支部長　堀田　　功
　　　　　　　　　　　　　紹介議員　道下　政博　

委員会の主な意見

・環境面や信頼性に関して懸念材料もあるが、
  これからの高齢社会を見据えると自動運転車
  両の実用化に向けた取り組みは必要なことで
  ある。

採択

10:00 ～ 12:00
２/8 土

産業振興課

レ
ス
リ
ン
グ
の
町
へ
発
進

Q
レ
ス
リ
ン
グ
場
が
オ
ー

プ
ン
し
、町
文
化
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
に
改
称
す
る

サ
ン
ラ
イ
フ
津
幡
の
展

示
ケ
ー
ス
の
目
的
は
。

A

川井姉妹の展示品（文化会館シグナス内）

シ
グ
ナ
ス
で
展
示
し
て

い
る
川
井
姉
妹
の
展
示

品
を
サ
ン
ラ
イ
フ
津
幡

に
移
す
た
め
。

森
林
環
境
譲
与
税
基
金

積
立
金
を
活
用
し
、
木

材
を
使
用
し
た
展
示

ケ
ー
ス
を
製
作
す
る
。

 議会からの報告＆
グループでの意見交換

議会と語ろう会
会場：条南コミュニティプラザ
         ( 条南小学校横）

あなたの声を
町政に届けよう

こんな方に

（問合せ先）議会事務局　☎２８８ー６４１０

詳しくは
こちらから

申し込みは
こちらから

若い世代の声をもっと届けたい！と思っている方

子育て、福祉、環境など町の未来に関心がある方

地域の発展や日々の暮らしについて

　　　　　　　　　改善してほしいことがある方

定員
50 名

意見交換（前回の様子）

反
対

すでに政府は、防災整備の一環として学校体育館の空調設
備設置のペース倍増を掲げ、進めようとしている。請願の
内容について賛同できる部分はあるが、今は政府の動向を
見守るべきだ。　　　　　    　　　       柴田　洋一　議員

Q
見
直
し
の
内
容
は
。

常
勤
２
人
以
上
の
配
置

加
算
を
追
加
し
、
指
導

員
設
置
費
を
１
１
５
万

円
か
ら
１
６
８
万
円
と

し
た
。

A

学童保育は第２のおうち

子育て支援課

充実のために
　公費の割合を見直し、国の基準を参
考としたところ、一部の学童保育を除
き委託料が増額される。
　町内すべての学童保育において指導
員の待遇改善を実現し、課題となって
いる指導員のなり手不足の解消だけで
なく、保育の質がより一層向上するこ
とで、安心・安全・安定した学童保育
の運営を期待する。

議会の
視 点

学童保育の

Q
簡
易
水
道
事
業
を
水
道

事
業
と
経
営
統
合
す
る

理
由
は
。

簡
易
水
道
施
設
が
老
朽

化
し
、
更
新
す
る
資
金

が
確
保
で
き
ず
、
人
口

減
少
も
重
な
り
事
業
継

続
が
困
難
と
な
っ
て
き

た
た
め
。
今
後
も
住
民

へ
の
安
定
的
で
永
続
的

な
給
水
を
図
る
。

A

河
合
谷
地
区
の
簡
易
水
道
事
業
　
　
　         

上下水道課
Q
収
益
改
善
の
要
因
は
。

内
科
・
外
科
の
医
師
が

増
え
、
診
療
体
制
が
充

実
し
た
。

本
年
度
は
１
日
の
平
均

患
者
数
を
入
院
56
人
、

外
来
１
７
０
人
と
見
込

ん
で
い
る
。

河北中央病院

入
院
・
外
来
収
益
改
善

A

地域医療を守る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
　
委
託
料
を
見
直
し
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一
般
質
問

一
般
質
問
と
は 

… 

議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、執
行
機
関
で
あ
る
町
に
対
し
て
、報
告
や
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

町
政
を
問
う

答
弁
高
齢
化
に
対
し
て
の
取
り
組
み
は

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
推
進
す
る

高齢者福祉
団
塊
世
代
の
高
齢
化
に
対
し
て
、
今
後
の

福
祉
課
の
取
り
組
み
は
。

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
引
き

続
き
医
療
や
介
護
の
連
携
体
制
を
進
め
て

い
く
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ
の
取
り
組
み

は
。

本
人
の
尊
厳
保
持
と
自
立
支
援
、
自
分
ら

し
い
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
自
己
決
定

へ
の
支
援
、
権
利
擁
護
の
視
点
に
基
づ
く

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

A QA Q

　

　

こ
れ
も
質
問

災
害
対
応

高齢者に優しい町 ( イメージ）

震
災
の
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
は
。

現
在
は
各
担
当
課
で
対
応
し
て
い
る
が
、

他
の
課
と
も
密
に
連
携
を
取
っ
て
い
る
。

A Q

西村
にしむら みのる

議員稔

答
弁
保
育
施
策
の
強
化
を

支
援
の
充
実
を
図
る

子育て支援
認
定
こ
ど
も
園
に
保
育
士
確
保
の
支
援

を
。

保
育
施
設
へ
の
支
援
の
拡
充
と
し
て
、
保

育
の
受
け
皿
の
拡
大
や
保
育
士
の
確
保
を

支
援
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
、
事
業
者

が
保
育
士
用
の
宿
舎
を
借
り
上
げ
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

保
育
施
策
に
対
す
る
思
い
は
。

子
育
て
支
援
が
移
住
先
選
定
要
素
と
し
て

重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
。
７
年
度
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切

れ
目
な
く
支
援
を
し
て
い
く
。

A Q

　

　

こ
れ
も
質
問

入
園
希
望

子育て支援の拡充を ( イメージ）

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
利
用
調
整
の
状
況
は
。

保
育
の
必
要
性
を
指
数
化
し
、
希
望
順
位

を
踏
ま
え
て
早
期
に
利
用
調
整
の
結
果
を

通
知
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
二
次
募
集
が

可
能
と
な
っ
た
。

A Q

池野
いけの しょうご

議員翔吾

答
弁
今
こ
そ
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

国
の
動
向
を
注
視
し
判
断
す
る

防災整備
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
は
、
防
災
整
備

の
一
環
と
し
て
、国
も
後
押
し
し
て
お
り
、

全
国
的
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
急
務
だ
。

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
有
利
な
財
源
や

維
持
管
理
費
用
な
ど
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に

向
け
た
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
設
置
の
可

能
性
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
、
い
ち
早
い
避
難
所
の
解
錠
に
向

け
、
鍵
の
管
理
方
法
の
見
直
し
を
。

デ
ジ
タ
ル
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
導
入
を
考
え

て
い
る
。

A QA Q

　

　

こ
れ
も
質
問

プ
ー
ル
利
用
料

災害時には避難所としても活用

ア
ザ
レ
ア
の
プ
ー
ル
を
よ
り
多
く
の
町
民

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
料
金
設
定
の
見

直
し
を
。

条
例
の
範
囲
内
で
、
ア
ザ
レ
ア
の
運
営
維

持
費
を
考
慮
し
た
料
金
設
定
と
な
っ
て
い

る
。

A Q

柴田
しばた よういち

議員洋一

答
弁
地
球
温
暖
化
対
策
の
進
め
方
は

住
民
の
利
益
と
環
境
保
全
の
両
立
に
努
め
る

脱炭素
破
損
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
危
険
性
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
せ
よ
。

国
や
先
進
事
例
を
参
考
に
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
周
知
方
法
を
検
討
す

る
。

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
住
民
生
活
に
配
慮

し
た
温
暖
化
防
止
政
策
を
。

継
続
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
推
進

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
協
議
や
許
可
の
基

準
を
一
元
的
に
設
定
す
る
新
た
な
例
規
な

ど
の
必
要
性
を
見
極
め
な
が
ら
、
住
民
の

利
益
と
町
全
体
の
環
境
保
全
の
両
立
に
努

め
る
。

A QA Q

　

　

こ
れ
も
質
問

ひ
き
こ
も
り

太陽光パネルの適切な取り扱いを

現
状
と
対
策
は
。

総
合
相
談
窓
口
に
は
、
主
に
家
族
か
ら
の

相
談
が
あ
る
。
町
で
は
、
教
育
、
医
療
、

福
祉
、
司
法
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
横

断
的
に
つ
な
が
り
、
支
援
の
幅
が
広
が
る

よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

A Q

中島
なかしま としかつ

議員敏勝

A Q
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

答
弁
編
成
過
程
の
公
表
に
対
す
る
考
え
は

現
時
点
で
は
難
し
い

当初予算
災
害
か
ら
の
復
興
が
課
題
と
な
る
が
、
７

年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
基
本
方
針
で
臨
む
の
か
。

災
害
か
ら
の
完
全
復
旧
が
最
重
点
事
項
と

な
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
喫
緊
の
課

題
に
向
け
て
対
応
し
て
い
く
。

政
策
の
Ｐ
Ｒ
や
町
政
に
対
す
る
理
解
に
も

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
予
算
編
成
過
程
を

公
表
す
る
こ
と
に
対
す
る
考
え
は
。

予
算
編
成
の
見
え
る
化
に
は
会
議
の
開
催

や
資
料
の
作
成
な
ど
、
人
的
・
時
間
的
コ

ス
ト
が
増
大
す
る
た
め
現
時
点
で
は
難
し

い
。

A QA Q

　

　

こ
れ
も
質
問

ダ
ブ
ル
ケ
ア

地域のニーズを予算に反映

２
月
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
月
間
に
合
わ
せ
、
啓

発
の
た
め
の
情
報
発
信
を
す
べ
き
だ
。

育
児
と
介
護
な
ど
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
概
念

は
多
様
で
あ
る
。
町
民
に
伝
わ
り
や
す
い

情
報
発
信
を
検
討
す
る
。

A Q

竹内
たけうち たつや

議員竜也

答
弁
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
人
的
補
強
を

関
係
機
関
と
連
携
を
進
め
つ
つ
検
討
す
る

作業療法士
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
作
業
療
法
士
の

関
与
や
増
員
は
。

セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
い
、
小
児
専
門
医
療

や
療
育
機
関
に
配
置
の
作
業
療
法
士
と
の

連
携
を
進
め
、
直
接
の
人
的
補
強
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

児
童
の
発
育
を
支
援
す
る
た
め
に
学
童
保

育
と
連
携
せ
よ
。

ク
ラ
ブ
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
本
人
や
保

護
者
に
と
っ
て
も
有
効
な
支
援
に
つ
な
が

る
。
現
在
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
専
門
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
体
制

を
整
え
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

A QA Q

　

　

こ
れ
も
質
問

の
る
ー
と
津
幡

専門職が寄り添う体力測定

一
年
の
総
括
と
新
た
な
課
題
は
。

利
用
者
も
増
え
て
お
り
、
地
域
の
足
と
し

て
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
上

り
下
り
の
バ
ス
停
が
増
え
た
こ
と
で
戸
惑

い
の
声
も
聞
か
れ
る
。

A Q

東
あずま かつひこ

議員克彦

答
弁
子
ど
も
の
均
等
割
を
な
く
せ

国
全
体
の
問
題
と
し
て
検
討
す
べ
き

国保税
国
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て
、
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
均
等
割
を
全
額
免
除
せ
よ
。

県
が
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
主
体

で
あ
る
。
県
内
市
町
で
の
統
一
的
な
運
営

が
基
本
で
あ
り
、
町
単
独
で
の
均
等
割
の

軽
減
は
考
え
て
い
な
い
。
子
ど
も
の
均
等

割
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
国
全
体
の
問
題

と
し
て
検
討
す
べ
き
。

A Q

　

　

こ
れ
も
質
問

福
祉
灯
油

保険税の負担軽減を

福
祉
灯
油
の
制
度
を
求
め
る
。

本
年
度
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

A Q

塩谷
しおたに みちこ

議員道子

答
弁
遊
び
の
場
・
憩
い
の
場
を
目
指
し
て

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る

都市公園
近
年
都
市
公
園
の
雑
草
が
大
変
目
立
つ
。

積
極
的
な
雑
草
対
策
を
。

定
期
的
な
除
草
作
業
に
加
え
、
町
職
員
が

公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
状
況
に
応
じ

て
除
草
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
除
草
さ
れ
る
よ
う
管
理

業
者
に
指
示
す
る
。

住
吉
公
園
に
時
計
の
設
置
と
外
周
の
環
境

改
善
を
。

時
計
は
有
益
な
設
備
で
あ
る
。
今
後
、
適

切
な
場
所
に
設
置
す
る
。
ま
た
、
外
周
の

改
善
に
つ
い
て
は
必
要
な
対
策
を
講
じ

る
。

A QA Q

　

　

こ
れ
も
質
問

マ
イ
ナ
保
険
証

都市公園には時計を

高
齢
者
に
対
す
る
周
知
は
。

制
度
を
運
営
す
る
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や

新
聞
広
告
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

A Q

小町
こまち みのる

議員実

一　

般　

質　

問
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議　案　名　と　主　な　内　容
( 議案名は一部省略してあります )

結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
池
野　
翔
吾

柴
田　
洋
一

東　
　
克
彦

中
島　
敏
勝

小
倉　
一
郎

小
町　
　
実

竹
内　
竜
也

八
十
嶋
孝
司

西
村　
　
稔

酒
井　
義
光

塩
谷　
道
子

多
賀　
吉
一

向　
　
正
則

道
下　
政
博

谷
口　
正
一

河
上　
孝
夫

１０月会議
認定　　　　１０件
令和５年度町一般会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町国民健康保険特別会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町後期高齢者医療特別会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町介護保険特別会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町バス事業特別会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町河合谷財産区特別会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町病院事業会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町簡易水道事業会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町水道事業会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度町下水道事業会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案　　　　２件
令和６年度町一般会計補正予算（第７号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町令和６年能登半島地震復興基金条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
承認　　　　１件
専決処分の報告について（令和６年度町一般会計補正予算（第６号）） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
１２月会議
議案　　　　１９件
令和６年度町一般会計補正予算（第８号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度町病院事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度町水道事業会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに
行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一
部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町中高年齢労働者福祉センター条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町水道使用条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町水道法施行条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町児童福祉施設条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
請負契約の変更について
　５災２１８号準用河川笠野川河川災害復旧工事 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の無償貸付について（認定こども園用地）　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
財産の無償貸付について（認定こども園園舎） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
請願　　　　２件
学校施設および指定避難所における空調設備の設置促進に関する意見書を
送付する請願 不採択 × × × 〇 × × × － × × 〇 × × × × ×

自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書の提
出を求める請願 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問　　　　１件
人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて
　中川　大氏、森澤　篤子氏の推薦

諮問の
とおり
答申

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議会議案　　3 件
町議会委員会条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町議会会議規則の一部を改正する規則について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（２・３ページに関連記事掲載）

採決結果
10 月会議（10/21）・12 月会議（12/4 ～ 12/11）

〇：賛成　　×：反対　　
欠：欠席　　除：除斥
退：議場に不在（棄権）　　　　
－：議長は採決に加わらない

審議議案と議員の賛否

（４ページに関連記事掲載）

一
般
質
問

町
政
を
問
う

答
弁
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

町
独
自
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
進
め
る

森林公園
本
町
の
代
表
的
観
光
資
源
で
あ
る
県
森
林

公
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
町
独
自

で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
な
い
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
、
町
が
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
単
に
公
園

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
全
体
の
活
性
化
や
観
光
の

振
興
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

町
独
自
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
進
め

る
。

A Q

　

　

こ
れ
も
質
問

消
防
団
の
体
制
は

各種イベントが開催されている緑化の広場

２
度
に
わ
た
る
大
災
害
で
の
課
題
は
。

大
規
模
災
害
で
あ
り
、
経
験
が
乏
し
く
課

題
が
あ
っ
た
。
効
率
的
な
災
害
活
動
が
実

施
で
き
る
よ
う
出
動
体
制
の
見
直
し
な
ど

を
消
防
団
幹
部
と
協
議
し
て
い
る
。

A Q

小倉
こくら いちろう

議員一郎

答
弁
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
急
げ

災
害
時
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
で
対
応

防災整備
国
の
補
助
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

有
利
な
補
助
金
の
検
討
も
行
い
、
総
合
的

に
設
置
の
可
能
性
を
判
断
し
て
い
く
。

学
校
体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る

場
合
は
、当
面
の
間
、ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

な
ど
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
災
害

緊
急
情
報
の
発
信
、伝
達
方
法
の
再
考
を
。

６
年
９
月
か
ら
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
重

化
や
多
様
化
を
図
っ
て
い
る
。

A QA Q

　

　

こ
れ
も
質
問

学
校
図
書
館

避難所開設訓練（萩野台小学校体育館）

本
を
読
ま
な
い
子
ど
も
の
割
合
は
。

学
校
で
は
朝
学
習
に
読
書
の
時
間
を
設
け

て
い
る
が
、
家
庭
で
本
を
読
ま
な
い
子
ど

も
の
割
合
は
増
加
し
て
い
る
。

A Q

道下
みちした まさひろ

議員政博

（５ページに関連記事掲載）

（７ページに関連記事掲載）
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活
動
報
告

県
外
視
察
研
修

委
員
会
視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

10 月 24 日～ 25 日　総務産業建設常任委員会

視察先 福井県勝山市

視察
内容

地域コミュニティづくりと
住民の自主的活動の取り組み

公民館のコミュニティセンター化

勝山市では、公民館の名称をまちづくり会館に変更した。
社会教育だけではなく地域の各種団体をまとめ、防災拠点
としての機能を持たせた。さらに福祉や地域づくりにつな
がる事業ができるようにした。行政職員も各地区の支援担
当となっており、行政と地域が協働し住みよい地域形成を
図っている。本町でも、公民館のコミュニティセンター化
に取り組んでおり、勝山市で学んだことを参考にしたい。

視察先 岐阜県高山市
地域の課題解決に補助金を
高山市では、市民が主体となって行う地域の課題解決事業プランを募集し、優れたプラ
ンに補助金を交付して支援している。地域コインの活用、高山市移住体験ツアーや地域
販売店の再開など地域力の維持強化につながっている。

▲政策目標の一つである
　第６次勝山市総合計画

10 月 28 日～ 29 日　文教生活福祉常任委員会

視察先 認定ＮＰＯ法人とくしまコウノトリ基金（徳島県鳴門市）

視察
内容

コウノトリブランドを活かした
地域活性化への取り組みについて

コウノトリがつなぐ地域の輪

とくしまコウノトリ基金では、コウノトリの保護を目的に、
地域農家と協力し自然を活かしたビオトープを造成するな
ど、コウノトリの定住・繁殖に向けた活動を行っている。
また、ビオトープ米を使ったお酒など、農産物や加工物を
コウノトリブランドとして開発・販売の支援を行い、地域
経済の活性化にも寄与している。

スポーツで地域と連携
神戸学院大学では、クラブや教室を通して地域の子どもた
ちとの交流を行うことで地域に貢献をしている。本町でも、
金沢星稜大学スポーツキャンパスの完成が待たれており、
大学と地域の交流事業の参考にしたい。

▲多い時には、９羽ものコウノ
   トリが集まったビオトープ

視察先 神戸学院大学（兵庫県神戸市）

11 月 6 日～ 8 日　議会運営委員会・県森林公園活性化対策特別委員会

視察先 広島県坂町

視察
内容

平成 30 年 7 月に発生した
豪雨災害を教訓とした取り組み

災害の伝承と町民の防災意識の向上

坂町では、復旧・復興プランに沿って砂防ダム建設や災害
住宅整備に取り組んでいる。「待つな、迷うな、逃げろ」を
防災合言葉に早期避難行動の重要性を啓発。小中学校でも
防災教育を積極的に行っている。災害に対する備えを充実
強化することを目的に、豪雨災害があった７月６日を条例
で坂町防災の日と定めている。

視察先 広島県広島市森林公園　
さまざまなイベントで魅力を発信
広島市森林公園は、林業に対する理解を深める場として平成元年に開園した。毎月、自
然に触れ合えるさまざまなイベントが企画され、魅力ある施設として運営されている。
また昆虫館やモノレールが人気で、開園以来 600 万人以上が来園している。四季につい
て楽しく学ぶイベントなど、石川県森林公園の活性化への参考にしたい。

▲水害の記憶を風化させない

◀
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ

10
月
７
日　
研
修
会

　
石
川
中
央
都
市
圏
議
会
連
絡
会

　
行
政
課
題
研
究
会

　
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
と
し
た
防
災
・

　
減
災
に
つ
い
て

　
講
師　
関
西
大
学
教
授

　
　
　
　
越
山　
健
治　
氏

10
月
16
日　
視
察
受
入

　
和
歌
山
県
上
富
田
町
議
会

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会　
行
政
視
察

　
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
町
と
議
会

　
の
対
応
に
つ
い
て

11
月
13
日　
視
察
受
入

　
群
馬
県
藤
岡
市
議
会

　
教
務
厚
生
常
任
委
員
会　
行
政
視
察

　
図
書
館
に
つ
い
て

11
月
14
日　
視
察
受
入

　
福
岡
県
糟
屋
地
区
議
長
協
議
会　

　
行
政
視
察

　
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
状
況
と
防
災

　
計
画
、
復
興
計
画
に
つ
い
て

先
進
地
に
学
ぶ

11
月
21
日　
施
策
調
査

　
河
北
潟
周
辺
議
会
連
絡
会

　
環
境
施
策
調
査

　
邑
知
潟
土
地
改
良
区
の
取
り
組
み
に　

　
つ
い
て

　
　

　
   

太白
台小学校３年生
議場見学

児童たちは八十嶋議長から議
会の役割など説明を受けた
後、議会体験がありました。
議員役の児童たちは発言台に
立って、元気よく質問をした
り、自分の意見を述べていま
した。

11
月
18
日
（
月
）
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議会メール

 アドレス

〒
929-0393　

石
川

県
河

北
郡

津
幡

町
字

加
賀

爪
ニ

３
番

地
☎

076-288-6410
メ

ー
ル

  gikaijim
ukyoku@

tow
n.tsubata.lg.jp

発
行

／
津

幡
町

議
会

発
行

責
任

者
／

議
長

 　
八

十
嶋

孝
司

編
集

／
広

報
調

査
特

別
委

員
会

議会メール
 アドレス

議
会
だ
よ
り
の
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

つ
ば

た
議

会
だ

よ
り

No.172
令

和
7年

1月
1日

発
行

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

加賀森田流南京玉すだれ
津幡庄塾

　南京玉すだれはおなじみの口上に「竹なる数
かず

は 50
と 6 本、糸の数

むすび
は１

ひ ゃ く と う
１０と２

ふた
結
むす

び…」と続く通り、糸
と竹との張り合いでいろいろな形ができます。簡単そ
うに見えますが、形を作るのも元に戻すのも、これが
また難しいのです。
　優しい先生の指導のもと、和気あいあいと練習に励
んでいます。敬老会や各地区のいきいきサロンにも出
演しています。

代表　太
た じ ま

島　ひとみ

サークル
紹介
第 61 回

ぁさて、ぁ
さて・・・

何ができる

　でしょう
か？

３月４日 ( 火 )　午後０時３０分～　提案理由の説明　
３月５日 ( 水 )　午前９時～　　　　町政一般質問

３月会議 　３月４日 ( 火 )
 　午後 1 時３０分～

  日程は変更になる可能性があります
  詳しくは、町議会ＨＰをご覧になるか、下記まで
  ( 問合せ先 ) 議会事務局　☎２８８ー６４１０

傍聴受付日時

受付場所 役場庁舎４階　傍聴受付

議会を傍聴
しませんか

　

倶
利
迦
羅
不
動
寺
に
か

つ
て
あ
っ
た
伽が
ら
ん藍
の
復
興

と
し
て
、
平
成
10
年
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
平
安
時

代
の
寝
殿
造
り
を
取
り
入

れ
、
荘
厳
優
雅
な
雰
囲
気

が
漂
っ
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
、
色
と
り
ど
り

の
ツ
ツ
ジ
や
ボ
タ
ン
の
花

が
見
事
に
咲
き
誇
る
庭
園

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
８
月
15

日
に
は
、
く
り
か
ら
さ
ん

万
灯
会
が
開
催
さ
れ
、
幻

想
的
な
世
界
が
夏
の
夜
に

浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

萩
野
台
小
学
校
６
年

長は
せ
が
わ

谷
川　
伊い

お和
さ
ん

の
作
品
で
す

表紙の
題字は

題字を書きまし
た

　
萩
野
台
小
学
校
は
、
１
年

生
か
ら
６
年
生
の
み
ん
な
仲

が
良
く
、
み
ん
な
で
協
力
し

合
い
、「
み
ん
な
で
つ
く
る

学
校
」
と
い
う
め
あ
て
に
向

か
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
私
は
萩
野
台
小
学
校
の
自

然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
が
好
き

で
す
。
理
由
は
、
た
ま
に
ウ

サ
ギ
や
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
動

物
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

表紙の
風景　

西
之
坊
鳳
凰
殿

これからどのような町になってほしいですか。
子どもも大人も、いつも笑顔で楽しく暮らせる
町になってほしいです。
津幡町の好きなスポットはどこですか。
倶利伽羅の八重桜や河北潟干拓地のひまわり村
など、花の咲いている場所が好きです。

●活動場所　　庄町振興館
●活動日時　　毎月第３火曜日
　　　　　　　１３時３０分から１５時
●連絡先　　　☎０９０－５１７４－７６１８
　　　　　　　　（太島）

Q
A

Q
A

information


